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「
味
方
に
つ
け
れ
ば
必
ず
勝

つ
」
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
、
鉄
砲

の
名
手
と
し
て
活
躍
し
た
雑
賀

孫
市
は
、
今
な
お
多
く
の
人
を

魅
了
し
て
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
孫
市
の
魅
力
を
次
世

代
に
伝
え
て
い
る
の
が
、「
孫
市

の
会
」。
会
長
の
森
下
幸
生
さ

ん
を
中
心
に
１
２
３
名
の
会
員

が
所
属
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち

約
４０
名
が
手
作
り
甲
冑
隊
と
し

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

森
下
会
長
は
、
会
の
設
立
以

前
か
ら
和
歌
山
市
駅
周
辺
の
活

性
化
に
長
年
取
り
組
ん
で
き
ま

し
た
。
そ
の
活
動
の
中
で
、
和

歌
山
市
駅
前
が
雑
賀
衆
の
本
拠

で
あ
っ
た
と
い
う
歴
史
を
知
っ
た

そ
う
で
す
。

　

和
歌
山
市
の
大
き
な
魅
力
で

あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
市
民
の

方
に
も
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
雑
賀
衆
。
ど
う
す
れ
ば

こ
の
歴
史
を
多
く
の
方
に
伝
え

ら
れ
る
の
か
―
―
森
下
会
長
が

出
し
た
答
え
は
、
雑
賀
衆
を
現

代
に
再
現
す
る
こ
と
で
し
た
。

　

こ
う
し
て
、「
和
歌
山
市
駅

前
＝
孫
市
の
街
」
を
目
指
す
取

組
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　戦国最強といわれた鉄砲集団「雑賀衆」
の中心人物として、名をはせた偉人。
　鉄砲を活用した集団戦法により信長をも恐れ
させた、戦国時代の紀州を代表する人物です。
　雑賀一向宗の本拠であった「本願寺鷺森
別院」や、秀吉が雑賀衆らに水攻めを行った
太田城本丸があったとされる「来迎寺」など、
本市には雑賀衆ゆかりの地が数多くあります。

雑賀孫市（孫一）とは

和
歌
山
に
す
ば
ら
し
い

ヒ
ー
ロ
ー
が
い
た
！

太田城跡の碑

総
光
寺
由
来
并
太
田
城
水

責
図（
惣
光
寺
所
蔵
）

受け継がれる受け継がれる

孫市孫市ののこころこころ
特集vol.34

　類いまれなる鉄砲の腕前、独特の兵法、優れた
知力や剛胆さで敵に恐れられた雑賀孫市は、和歌
山市の歴史を語る上で欠かせません。
　今回は、孫市を通して地域を盛り上げるために活
動している「孫市の会」の方々にお話を伺いました。

[新堀こども園] 甲冑を着て和太鼓を演奏する子供
たち。手作りの甲冑は、畳などの身近な素材を使い、
軽量で安全に着用できるよう工夫されています。

　類いまれなる鉄砲の腕前、独特の兵法、優れた
知力や剛胆さで敵に恐れられた雑賀孫市は、和歌
山市の歴史を語る上で欠かせません。
　今回は、孫市を通して地域を盛り上げるために活
動している「孫市の会」の方々にお話を伺いました。
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ま
ず
取
り
組
ん
だ
の
は
、
手

作
り
の
甲
冑
制
作
に
挑
戦
す
る

こ
と
で
し
た
。
ゼ
ロ
か
ら
形
に

し
て
い
く
作
業
は
簡
単
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
な
ん
と

か
完
成
し
、
雑
賀
衆
を
よ
み
が

え
ら
せ
る
た
め
の
大
き
な
一
歩
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
地
域
イ
ベ
ン
ト
へ

参
加
し
た
り
、
甲
冑
教
室
や
出

前
授
業
を
実
施
す
る
な
ど
、
幅

広
い
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

中
で
も
力
を
入
れ
て
い
る
「
孫

市
ま
つ
り
」
は
、
今
年
で
第
２２

回
を
迎
え
ま
し
た
。

　

迫
力
満
点
の
鉄
砲
演
武
や
、

武
者
行
列
な
ど
、
戦
国
さ
な
が

ら
の
臨
場
感
を
味
わ
え
る
こ
の

ま
つ
り
は
、
子
供
か
ら
大
人
ま

で
幅
広
い
世
代
が
歴
史
に
触
れ

る
貴
重
な
機
会
と
し
て
、
毎
年

大
き
な
に
ぎ
わ
い
を
生
み
出
し

て
い
ま
す
。

　
「
ふ
る
さ
と
に
誇
り
を
持
っ
て

も
ら
う
た
め
、
雑
賀
衆
を
次
世

代
へ
伝
え
た
い
」

と
熱
く
語
る
森
下

会
長
か
ら
は
、
生

ま
れ
育
っ
た
和
歌

山
市
へ
の
深
い
愛

情
と
、
歴
史
を
通

じ
て
地
域
を
活
性

化
さ
せ
た
い
と
い

う
情
熱
が
あ
ふ
れ

て
い
ま
し
た
。

　

孫
市
の
会
の
活
動
は
、
さ
ら

に
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、吹
上
地
区
に
あ
る
「
新

堀
こ
ど
も
園
」
で
は
、
甲
冑
教

室
へ
の
参
加
を
き
っ
か
け
に
、
孫

市
ま
つ
り
の
武
者
行
列
に
参
加

す
る
な
ど
の
つ
な
が
り
が
続
い
て

い
る
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
工
夫
が
重
ね
ら
れ
た

園
独
自
の
甲
冑
は
、
和
太
鼓
の

演
奏
と
組
み
合
わ
せ
て
、
子
供

た
ち
が
歴
史
や
文
化
を
体
現
す

る
た
め
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
現
場
へ
伺
う
と
、
子

供
た
ち
が
誇
ら
し
げ
に
甲
冑
を

着
て
、
楽
し
そ
う
に
歴
史
に
親

し
む
様
子
に
、
思
わ
ず
心
が
温

か
く
な
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
体
験
を
通
し
て
、

子
供
た
ち
は
歴
史
や
文
化
へ
の

理
解
を
深
め
る
だ
け
で
な
く
、

協
調
性
な
ど
も
育
み
な
が
ら
、

歴
史
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
大
切
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

和
歌
山
市
に
は
雑
賀
孫
市
ゆ

か
り
の
地
を
は
じ
め
、
多
く
の

歴
史
資
源
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
「
豊
臣

兄
弟
！
」
を
き
っ
か
け
に
関
心

が
高
ま
る
今
こ
そ
、
本
市
の
歴

史
を
発
信
し
、
次
世
代
へ
伝
え

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

和
歌
山
市
議
会
と
し
て
も
、

子
供
た
ち
が
地
域
の
文
化
に
触

れ
、
誇
り
を
育
む
機
会
を
よ
り
一

層
広
げ
る
と
と
も
に
、
本
市
の

歴
史
を
生
か
し
た
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
に
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　手作り甲冑や孫市まつり、子供たちへの
継承活動には、和歌山の歴史を地域で受け
継いできた歩みがありました。孫市ゆかりの
地が残る本市だからこそ、その魅力を磨き、
郷土への愛着と誇りを深めるまちづくりに
取り組んでまいります。歴史は、過去を振り
返るだけでなく、まちへの愛着と誇りを育て
る、今に生きる力なのだと感じました。

特集担当： 中庄谷 孝次郎、辻󠄀本 太一、赤松 良寛

編 後集 記

手作り甲冑に身を包み、和歌山市駅
周辺を練り歩く壮観の武者行列。

本願寺鷺森別院で披露される鉄砲演武。火縄銃がごう
音を響かせる瞬間、誰もが思わず息をのみます。

穏やかな笑顔を浮かべながら、孫市の魅力や
雑賀衆の歴史について話す森下会長

よ
み
が
え
る
孫
市

受
け
継
が
れ
る
歴
史

孫市の会キャラクター
「まごりん」

本物そっくり
手作り甲冑
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令和8年度予算〈6月補正後〉

一般会計 1，688億8,998万4千円
（補正額31億2,103万9千円）

特別会計及び
公営企業会計

1,443億8,130万5千円
（補正額377万2千円）

合 計 3,132億7,128万9千円

補正予算の概要

　一般会計では、学校施設開校整備費補助事業、避難
所連絡体制強化事業、脱炭素先行地域事業、地域資源
活用推進事業、物価高騰対応プレミアム付商品券事業
などに要する経費が計上されました。
　特別会計では、後期高齢者医療特別会計で、後期高
齢者医療制度の資格確認書の送付に要する経費が計
上されました。
　これらの補正予算案は慎重審査の結果、可決されま
した。

6月定例会の概要

議長・副議長の経歴

６月19日～２4日
・総務委員会、厚生委員会、経済文教委員会、建設

企業委員会で議案について審査

６月２5日
・各常任委員会で議案について、討論及び採決
 （P10～P11に概要掲載）

常
任
委
員
会

６月１1日
・会期の決定（6月11日～6月29日）
・正副議長の選挙
・厚生委員会委員の定数変更

・永年在職議員表彰
・議案説明（報告関係16件、承認関係1件、議案

17件（補正予算案2件、条例案7件、その他8件））
開 

会

６月29日
・各常任委員会の委員長報告
・反対討論（南畑議員）、採決
・追加議案の説明（人事案件24件）、採決

閉 

会

６月１5日
・仮議長の選任
・追加議案の説明（人事案件1件）、採決
・永野裕久議員、林元光広議員、坂口多美子議員、
  中庄谷孝次郎議員

６月１6日
・堀登美子議員、山路恭世議員、赤松良寛議員

６月１7日
・追加議案の説明（補正予算案1件）
・南畑幸代議員、堀良子議員、丹羽直子議員

６月１8日
・森下佐知子議員、山本忠相議員、
  遠藤富士雄議員
　（P6～P9に概要掲載）
・議案の委員会付託

一
般
質
問
等

正
副
議
長
の
挨
拶

　

平
素
よ
り
市
民
の
皆
様
方
に
は
、
議
会
活
動
及
び
市
政

発
展
の
た
め
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
和
歌
山
市
議
会
の
議
長
並
び

に
副
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
使
命
と
責
任
の

重
さ
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　

現
在
、
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
、
災
害
へ
の
備
え
、

地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
全
国
共
通
の
課
題
が
山
積
す
る

中
、
私
た
ち
市
議
会
に
は
、
市
民
の
皆
様
方
の
声
に
耳
を

傾
け
、
時
代
に
即
し
た
議
論
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
に
的
確
に
対
応
し
て
い
く
た
め
、
議
会
の
機
能
が

十
分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

市
民
の
皆
様
方
に
も
わ
か
り
や
す
い
情
報
発
信
と
説
明
責

任
を
果
た
し
、
議
会
へ
の
信
頼
向
上
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
こ
れ
か
ら
も
市
議
会
へ
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

中
なかむら

村 元
もとひこ

彦
（令和８年６月11日就任）
平成２７年初当選 現在３期目
建設企業委員会委員長
広報委員会委員長
議会運営委員会委員長
などを歴任

副議長

中
なかたに

谷 謙
けんじ

二
（令和８年６月１１日就任）
平成２６年初当選 現在４期目
経済文教委員会委員長
総務委員会委員長
議会運営委員会委員長
などを歴任

第92代議長

動画が
ご覧いた
だけます

６
月
定
例
会
の
概
要

正
副
議
長
の
挨
拶

6
月
定
例
会
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　和歌山市議会では、
本会議場にモニターを
設置し、会議の進行状
況等が分かりやすくなり
ました。
　また、傍聴の手続も
簡素化しましたので、お
気軽にお越しください。

生中継・録画中継が
ご覧いただけます。

和歌山市議会公式
マスコットキャラクター
「わかのすけ」

次
の
定
例
会
は
、

　
　
　

9
月
で
す
！

　補欠選挙とは、退職や死亡などにより議員に欠員
が生じた場合、それを補うための選挙です。補欠選
挙の当選者の任期は、前任者の残任期間となります。
　市議会議員における補欠選挙は、定数の1/6以上
の欠員が発生した場合に行われるほか、欠員が定数
の1/6未満の場合でも、市長選挙が行われる場合は
併せて補欠選挙を行います。

わかのすけの市議会ガイド！！
補欠選挙
ってなに？

補欠選挙とは

6月定例会採決状況

承１ 市長専決処分事項の承認（和歌山市税条例の一部改正）

議2 令和８年度和歌山市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）

議3 和歌山市税条例の一部改正

議4 和歌山市印鑑条例の一部改正

議5 和歌山市立保育所条例の一部改正

議7 和歌山市特定都市河川浸水被害対策法に基づく雨水貯留浸透施設等の
標識の設置に関する条例の制定

議8 和歌山都市計画事業東和歌山第二地区土地区画整理事業施行条例の
一部改正

議9 和歌山市消防団員等公務災害補償条例の一部改正

議10 市道路線認定（７路線）

議11 市道路線変更（１路線・終点の変更）

議12 旧慣による公有財産の使用廃止

議13 工事請負契約の締結（河西橋旧橋撤去工事その３）

議14 工事請負契約の締結（岡崎１３０号線橋梁上部工事）

議15 物品購入契約（小型動力ポンプ付き軽積載車）

議16 物品購入契約（高度救命処置用資機材）

議17 物品購入契約（学習用コンピュータ）

議18 監査委員の選任

議20〜
38 農業委員会委員の任命

議39 固定資産評価審査委員会委員の選任

諮１～４ 人権擁護委員候補者の推薦

全員賛成で可決・同意等となった議案

※議案等に対する賛成者は「○」、反対者は「×」、退席者は「 ー」、欠席者は「欠」と表記しています。なお、議長は通常、採決に加わらないた
め「／」としています。また、議員名は、会派ごとに議席番号順に表記しています。

※可は可決です。採決状況は、市議会ホームページでもご覧いただけます。

賛否の状況

会派名
議員名 創和クラブ 公明党議員団 民主クラブ 和歌山興志

クラブ
日本共産党

議員団
日本
維新
の会

無
所
属

無
所
属

結 

果議
案
番
号

辻󠄀
本 

太
一

林
元 

光
広

志
賀 

弘
明

山
本 

宏
一

中
村 

元
彦

中
谷 

謙
二

丹
羽 

直
子

芝
本 

和
己

戸
田 

正
人

古
川 

祐
典

北
野
　
均

遠
藤 

富
士
雄

堀
　
登
美
子

木
野 

十
三

堀
　 

良
子

西
風 

章
世

園
内 

浩
樹

薮
　 

浩
昭

奥
山 

昭
博

松
本 

哲
郎

山
路 

恭
世

清
末 

博
善

山
中 

敏
生

川
端 

康
史

山
本 

忠
相

赤
松 

良
寛

吉
本 

昌
純

尾
﨑 

方
哉

坂
口 

多
美
子

南
畑 

幸
代

森
下 

佐
知
子

中
庄
谷 

孝
次
郎

山
野 

麻
衣
子

井
上 

直
樹

永
野 

裕
久

議1 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ／／ 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× ×× ×× 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 可可

議6 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ／／ 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× ×× ×× 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 可可

議19 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ／／ 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 ×× ×× ×× 〇〇 〇〇 〇〇 〇〇 可可

議1 令和8年度和歌山市一般会計補正予算（第1号）

議6 和歌山市児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例の一
部改正

議19 令和8年度和歌山市一般会計補正予算（第2号）

賛否が分かれた議案
採
決
状
況

6
月
定
例
会
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加
傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
本

シ
ス
テ
ム
に
対
す
る
認
知
度
も

徐
々
に
上
昇
し
て
い
る
も
の
と
認

識
し
て
い
る
。

　

事
務
負
担
の
軽
減
や
優
先
順

位
判
断
、
現
地
調
査
の
効
率
化

な
ど
、
本
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ

る
効
果
が
現
れ
て
い
る
も
の
と
評

価
し
て
い
る
。

 　

 

市
民
の
利
便
性
の
向
上
及

び
利
用
促
進
の
観
点
か
ら
、
本

市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
メ
ニ
ュ
ー
に

本
シ
ス
テ
ム
へ
の
入
口
を
追
加
す

る
こ
と
は
、
技
術
的・
費
用
的
観

点
か
ら
実
現
可
能
か
。

　

  

技
術
的
な
課
題
も
特
に
な

く
、
費
用
面
に
お
い
て
も
安
価

に
運
用
で
き
る
こ
と
か
ら
、
実

現
は
可
能
で
あ
る
と
考
え
る
。

 　

 

行
政
職
員
の
業
務
効
率
化

を
図
り
な
が
ら
市
民
福
祉
の
向

上
も
得
ら
れ
る
、
市
民
参
画
型

問答問

 　

 

市
民
の
皆
様
か
ら
寄
せ
ら

れ
る
相
談
の
中
で
道
路
に
関
す

る
も
の
は
非
常
に
多
く
、
放
置

す
れ
ば
交
通
事
故
に
も
つ
な
が

り
か
ね
な
い
。

　

本
市
で
は
令
和
３
年
２
月
か

ら
「
道
路
損
傷
等
通
報
シ
ス
テ

ム
」
の
運
用
を
開
始
し
て
い
る

が
、
本
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、

当
局
は
ど
の
よ
う
に
評
価
し
て

い
る
の
か
。

　

  

年
々
、
微
増
で
は
あ
る
が
増

問答

の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
糸

口
と
し
て
、
本
シ
ス
テ
ム
等
の

利
用
促
進
と
併
せ
て
、
市
民
や

自
治
会
等
と
の
協
働
に
よ
る
道

路
維
持
管
理
に
つ
い
て
研
究
し
、

本
市
に
適
し
た
仕
組
み
づ
く
り

を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

　

  

市
民
や
自
治
会
等
と
の
協

働
に
よ
る
道
路
維
持
管
理
は
、

地
域
の
力
を
生
か
し
た
有
効
な

手
法
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
本
市
の
実
情
に
適
し

た
道
路
維
持
管
理
の
仕
組
み
づ

く
り
に
つ
い
て
、
総
合
的
に
検

討
を
深
め
て
い
く
。

 　

 
本
市
で
は
、
子
宮
頸
が
ん

検
診
は
細
胞
診
で
実
施
さ
れ
て

お
り
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
単
独
法
は

導
入
さ
れ
て
い
な
い
。
Ｈ
Ｐ
Ｖ

検
査
単
独
法
導
入
に
つ
い
て
、

準
備
状
況
は
ど
う
か
。

　

  

導
入
し
て
い
る
自
治
体
を

調
査
し
、
実
施
体
制
の
在
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
く
。

 　

 

検
診
費
用
の
自
己
負
担
額

は
、
受
診
率
に
大
き
く
影
響
す

答問答問

る
。
現
在
、
本
市
は
肺
が
ん
検

診
、
大
腸
が
ん
検
診
だ
け
が
集

団
検
診
で
無
料
と
な
っ
て
い
る

が
、
乳
が
ん
は
女
性
の
が
ん
死

亡
数
第
４
位
で
あ
り
、
が
ん
予

防
を
実
施
す
る
に
あ
た
っ
て
極

め
て
重
要
で
あ
る
。
乳
が
ん
検

診
も
無
料
に
し
て
は
ど
う
か
。

　

  

今
後
、
検
診
実
施
機
関
と

調
整
を
行
い
、
集
団
検
診
の
無

料
化
を
進
め
て
い
く
。

 　

 

が
ん
当
事
者
な
ど
に
配
慮

し
な
が
ら
、
親
子
で
が
ん
の
公

開
授
業
を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

　

  

今
後
も
当
事
者
な
ど
に
配

慮
し
な
が
ら
、
保
護
者
も
参
観

で
き
る
授
業
の
実
施
に
つ
い
て
学

校
に
働
き
か
け
て
い
く
。

 　

 

拉
致
問
題
に
関
す
る
教
員

研
修
や
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の

参
加
な
ど
に
つ
い
て
、
協
力
を

求
め
る
文
書
が
国
か
ら
通
知
さ

れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

答問答問

３
年
間
教
員
研
修
も
作
文
コ
ン

ク
ー
ル
へ
の
応
募
も
し
て
い
な
い

こ
と
が
残
念
で
な
ら
な
い
。
国

か
ら
の
依
頼
に
対
し
て
協
力
し

て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　

ま
た
、
日
本
人
拉
致
問
題
を

児
童
生
徒
に
ど
う
指
導
し
て
い

く
つ
も
り
か
。

　

  

通
知
は
学
校
に
周
知
し
て
い

る
が
、
授
業
時
数
や
各
学
校
の

実
情
な
ど
に
よ
り
、
実
施
状
況

に
差
が
出
て
い
る
。
今
後
、
学

習
教
材
の
活
用
支
援
を
す
る
と

と
も
に
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
強

化
し
、
児
童
生
徒
が
拉
致
問
題

に
つ
い
て
学
び
、
考
え
る
機
会
の

創
出
に
努
め
て
い
く
。

 　

 

私
も
30
年
前
か
ら
取
り
組

ん
で
い
た
扇
の
芝
の
復
元
に
つ

い
て
、
今
ま
で
の
市
長
は
誰
も

手
を
付
け
ず
職
員
に
も
や
る
気

答問

が
ん
検
診

今
後
の
本
市
の
展
望

デジタルマンモグラフィ検診車

拉致問題に関する
作文コンクール

日
本
人
拉
致
問
題

丹
にわ

羽 直
なおこ

子

遠
えんどう

藤 富
ふじお

士雄

道
路
損
傷
等
通
報
シ
ス
テ
ム

創
和
ク
ラ
ブ

録画中継がご覧
いただけます。

※各会派のスペースは、会派の所属議員数により
　その大きさが異なります。

一般質問の概要では、多数
ある質問項目の中から、特
に市民の皆様へお届けす
る内容をピックアップした
上で掲載しています。

一 般 質 問

林
はやしもと

元 光
みつひろ

広

一
般
質
問

6
月
定
例
会

6



　

  

救
命
講
習
の
際
に
女
性
に

配
慮
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
を

周
知
す
る
と
と
も
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
設
置
し
て
い
る
市
有
施
設
へ
の

三
角
巾
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
配
置

に
あ
わ
せ
て
周
知
す
る
。

　

ま
た
、
民
間
施
設
管
理
者
へ

の
周
知
啓
発
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
な
ど
を
通
じ
て
行
い
、
救
命

率
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

 　

 

産
後
ド
ゥ
ー
ラ
と
は
、
家

事
支
援
、
育
児
支
援
、
母
親
へ

の
寄
り
添
い
支
援
を
一
体
的
に

行
う
伴
走
型
支
援
人
材
で
あ
る

が
、
本
市
に
は
、
現
時
点
で
産

後
ド
ゥ
ー
ラ
資
格
取
得
者
が
一
人

も
存
在
し
て
い
な
い
。
産
前
･

産
後
の
母
親
は
気
軽
に
相
談
で

き
る
相
手
が
身
近
に
い
な
い
場

合
も
多
く
、
孤
立
し
や
す
い
状

況
に
あ
る
。
妊
娠
･
出
産
か
ら

子
育
て
ま
で
を
切
れ
目
な
く
支

え
る
人
材
の
重
要
性
が
改
め
て

認
識
さ
れ
る
中
で
、
産
後
ド
ゥ
ー

ラ
は
最
適
な
人
材
で
あ
る
と
考

え
る
。
産
後
ド
ゥ
ー
ラ
を
含
め

答問

が
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
尾
花
市

長
の
熱
意
に
よ
っ
て
職
員
が
動

き
文
化
庁
も
動
い
た
。

　

復
元
に
は
我
々
の
知
ら
な
い

と
こ
ろ
で
大
変
な
苦
労
が
あ
っ

た
と
思
う
。
そ
れ
は
ど
ん
な
も

の
で
あ
っ
た
の
か
。
ま
た
、
将

来
ど
の
よ
う
に
活
用
し
て
い
こ

う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

　

  

私
も
扇
の
芝
に
対
し
て
は

強
い
思
い
が
あ
り
、
ス
ピ
ー
ド

感
を
持
っ
て
整
備
を
進
め
た
結

果
、
１
２
７
年
ぶ
り
に
芝
地

が
復
元
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
歴
史
的
事
業
を
実

施
で
き
た
こ
と
は
私
に
と
っ
て

大
き
な
誇
り
で
あ
り
、
ご
協
力

い
た
だ
い
た
皆
様
に
は
大
変
感

謝
し
て
い
る
。

　

こ
の
復
元
を
通
じ
、
和
歌
山

市
が
城
を
中
心
と
し
た
歴
史
と

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
城
下
町
と
し

答

て
、
現
在
か
ら
未
来
へ
と
受
け

継
が
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

 　

 

ス
ポ
ー
ツ
に
限
ら
ず
ど
ん

な
分
野
で
も
、
生
徒
は
先
生
に

憧
れ
て
学
校
を
選
ぶ
こ
と
が
あ

る
。
そ
ん
な
先
生
は
大
切
に
し

な
い
と
い
け
な
い
の
で
は
な
い

か
。
教
員
の
配
置
換
え
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
和
歌
山
市
の
教
育

予
算
は
少
な
す
ぎ
る
と
思
う
が
、

現
状
を
ど
う
思
っ
て
い
る
の
か
。

　

  
教
員
の
配
置
換
え
に
つ
い
て

は
希
望
に
基
づ
き
行
っ
て
お
り
、

教
員
の
指
導
力
養
成
な
ど
を
通

じ
学
校
の
魅
力
向
上
に
努
め
て

い
く
。
教
育
予
算
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
し
っ
か
り
と
予
算
確
保

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 　

 

ま
ち
な
か
の
活
性
化
や
子

育
て
支
援
、
財
政
の
健
全
化
な

ど
、
市
長
は
様
々
な
功
績
を
残

し
た
が
、
将
来
の
和
歌
山
市
や

次
期
市
長
に
期
待
す
る
こ
と
は
。

　

  

私
が
思
う
本
市
の
将
来
像

は
、
将
来
に
わ
た
っ
て
市
民
一

人
一
人
が
幸
福
を
実
感
で
き
、

住
み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
と

選
ば
れ
る
ま
ち
で
あ
る
。
市
民

の
皆
様
が
安
全
、
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
、
子
供
た
ち

の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
元
気
な
和

歌
山
市
を
作
り
上
げ
て
い
た
だ

問答問答

け
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

 　

 

５
歳
頃
は
言
葉
の
発
達
な

ど
が
明
確
に
な
る
、
就
学
に
向

け
た
重
要
な
時
期
で
あ
る
。

　

現
在
、
市
で
は
５
歳
児
相
談

事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、
相

談
が
な
け
れ
ば
把
握
で
き
な
い

状
況
に
あ
る
。
一
方
健
診
は
、

対
象
と
な
る
全
て
の
子
供
を
診

る
こ
と
が
で
き
、
必
要
な
支
援

へ
結
び
つ
け
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
５
歳
児
健
診
を
実
施
す

べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

  

５
歳
児
健
診
は
、
心
身
の

発
達
の
特
性
な
ど
を
総
合
的
に

把
握
し
、
早
期
の
支
援
に
つ
な

げ
る
た
め
に
重
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
健
診
開
始
に
向
け
、

具
体
的
な
実
施
体
制
の
整
備
に

向
け
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

 　

 

女
性
に
対
す
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

問答問

用
率
が
、
男
性
に
比
べ
て
低
い

傾
向
に
あ
る
。
衣
類
を
開
け
る

こ
と
へ
の
心
理
的
抵
抗
な
ど
か

ら
使
用
を
た
め
ら
う
ケ
ー
ス
が

あ
る
た
め
と
さ
れ
て
い
る
。

　

全
国
で
は
、
救
命
率
向
上
と

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
配
慮
の
両
立
を

図
る
取
組
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

ま
ず
は
、
三
角
巾
等
を
配
備

す
る
な
ど
、
女
性
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ

使
用
を
た
め
ら
わ
せ
な
い
環
境

づ
く
り
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

　

  

救
命
率
の
向
上
に
つ
な
が
る

取
組
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

市
有
施
設
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て

は
、
女
性
に
配
慮
し
た
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
い
方
に
つ
い
て
リ
ー
フ
レ
ッ

ト
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
三

角
巾
を
配
備
し
て
い
く
。

 　
 

救
命
講
習
で
の
周
知
、
さ

ら
に
は
民
間
施
設
へ
の
周
知
啓

発
が
必
要
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答問

公
明
党
議
員
団

産
後
ド
ゥ
ー
ラ

５
歳
児
健
診
の
実
施

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
時
の
配
慮

扇の芝フォトモンタージュ

深谷市ホームページより

堀
ほり

 良
よしこ

子

堀
ほり

 登
とみこ

美子
一
般
質
問

6
月
定
例
会
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た
新
た
な
支
援
人
材
に
つ
い
て

理
解
を
深
め
る
た
め
、
専
門
家

や
関
係
者
を
招
い
た
勉
強
会
の

機
会
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

　

  

全
て
の
妊
産
婦
、
子
育
て

世
帯
が
安
心
し
て
妊
娠
、
出
産
、

子
育
て
が
で
き
る
環
境
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
勉
強
会
開

催
に
つ
い
て
は
、
市
民
ニ
ー
ズ
の

把
握
、
対
象
者
や
方
法
等
、
他

都
市
の
取
組
な
ど
を
注
視
し
つ

つ
、
研
究
し
て
い
く
。

 　

 

本
市
で
は
、
多
種
多
様
な

子
供
の
居
場
所
が
、
多
く
の
市

民
や
専
門
家
に
よ
っ
て
運
営
さ

れ
て
い
る
が
、
児
童
虐
待
や
不

登
校
な
ど
子
供
を
取
り
巻
く
環

境
の
厳
し
さ
が
増
し
て
い
る
中
、

居
場
所
へ
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
は
今

ま
で
以
上
に
増
し
て
い
る
。
現

答問

場
の
方
か
ら
、
財
政
面
を
含
め

た
継
続
性
や
居
場
所
ど
う
し
の

連
携
に
関
す
る
不
安
の
声
を
伺

う
機
会
が
あ
っ
た
。
本
市
の
子

供
の
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て

実
態
調
査
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

ま
た
、「
こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く

り
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
配
置

す
べ
き
で
は
な
い
か
。

　
  

子
供
の
視
点
に
立
っ
た
多

様
な
居
場
所
づ
く
り
が
行
わ
れ

る
よ
う
、
調
査
を
実
施
し
て
い

き
た
い
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
充
実
や
専
門
職
の

連
携
を
緊
密
に
し
、
効
果
に
つ

い
て
研
究
し
て
い
く
。

 　

 

「
う
ち
の
学
校
に
は
生
理
用

品
が
ト
イ
レ
に
置
か
れ
て
い
な

い
の
に
〇
〇
学
校
に
は
置
か
れ

て
い
る
」
と
い
う
声
が
寄
せ
ら
れ

た
。
生
理
用
品
は
、
必
要
な
と

答問

き
に
必
要
な
場
所
で
、
誰
に
話

さ
な
く
て
も
利
用
で
き
る
環
境

で
あ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

　

市
内
全
校
で
統
一
し
た
環
境

整
備
を
進
め
る
考
え
は
な
い
か
。

　

  

全
校
に
対
し
配
布
方
法
の

見
直
し
等
を
働
き
か
け
、
統
一

し
た
環
境
整
備
を
進
め
て
い
く
。

 　

 

子
供
た
ち
が
自
分
の
体
を

大
切
に
し
、
困
っ
た
と
き
に
助
け

を
求
め
る
力
を
身
に
付
け
る
包

括
的
性
教
育
は
重
要
で
あ
る
。

　

教
育
現
場
で
正
し
い
教
育
を

避
け
て
し
ま
え
ば
、
子
供
た
ち

は
ネ
ッ
ト
で
調
べ
始
め
る
。
ネ
ッ

ト
の
情
報
を
う
の
み
に
し
て
成

長
す
る
子
供
た
ち
が
増
え
る
こ

と
に
、
大
人
は
危
機
感
を
持
た

な
く
て
は
い
け
な
い
。
モ
デ
ル

校
で
の
実
施
も
含
め
、
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

　

ま
た
、
今
年
本
市
地
域
で
、

若
者
が
体
や
性
に
つ
い
て
等
を

相
談
で
き
る
ユ
ー
ス
ラ
ボ
が
開

設
さ
れ
た
。
相
談
窓
口
の
周
知

や
活
用
に
取
り
組
ん
で
い
く
必

要
が
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

  

モ
デ
ル
校
の
設
置
を
含
め

検
討
し
て
い
く
。
周
知
や
活
用

に
つ
い
て
は
、
関
係
部
局
と
連

携
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

答問答

 　

 

フ
ァ
ミ
リ
ー・
サ
ポ
ー
ト・セ

ン
タ
ー
事
業
に
つ
い
て
、
提
供

会
員
に
対
す
る
報
酬
の
見
直
し

は
行
わ
れ
て
い
な
い
。
報
酬
を

市
が
補
助
す
る
な
ど
、
社
会
の

宝
で
あ
る
子
供
た
ち
を
守
っ
て

く
れ
る
方
の
待
遇
改
善
を
図
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
る
が

市
長
の
見
解
は
ど
う
か
。

　

  

本
市
が
利
用
料
の
一
部
を

負
担
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
ニ
ー

ズ
を
踏
ま
え
検
討
し
て
い
く
。

 　

 

不
登
校
の
き
っ
か
け
や
状
況

は
個
々
に
異
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
第
３

の
居
場
所
と
言
わ
れ
る
フ
リ
ー

ス
ク
ー
ル
な
ど
の
設
置
を
確
認

し
、
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
必

要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

  

フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
は
、

社
会
と
の
つ
な
が
り
が
持
て
る

場
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果

た
す
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
。

ケ
ー
ス
に
応
じ
て
更
な
る
情
報

提
供
を
行
っ
て
い
く
。

 　

 
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
な
ど
の
利

問答問答問

用
料
は
、
児
童
生
徒
の
保
護
者

負
担
と
な
り
家
計
に
影
響
を
及

ぼ
す
た
め
、
根
本
的
に
経
済
的

な
支
援
策
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

  

経
済
的
支
援
に
つ
い
て
は
、

給
食
費
相
当
分
を
支
援
す
る
支

援
金
事
業
の
予
算
案
を
提
出
し

て
い
る
。
引
き
続
き
支
援
の
在

り
方
を
研
究
し
て
い
く
。

 　

 

職
員
が
生
き
生
き
と
働
け

る
組
織
に
す
る
に
は
、
働
き
方

改
革
を
進
め
部
門
間
格
差
を
是

正
す
る
こ
と
、
頑
張
っ
た
人
が

報
わ
れ
る
人
事
評
価
制
度
、
管

理
職
の
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
の

頻
度
を
下
げ
る
こ
と
が
重
要
だ

と
考
え
る
。
職
員
が
働
き
が
い

を
感
じ
る
組
織
に
す
る
こ
と
が
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が

る
。
キ
ラ
リ
輝
く
元
気
和
歌
山

市
役
所
の
実
現
に
向
け
、
市
長

は
何
が
重
要
と
考
え
る
か
。

答問

赤
あかまつ

松 良
よしひろ

寛

和
歌
山
興
志
ク
ラ
ブ

子
供
の
居
場
所
づ
く
り

民
主
ク
ラ
ブ

子
育
て
環
境
日
本
一
の
実
現

包
括
的
性
教
育

人
事
評
価
制
度

山
やまもと

本 忠
ただすけ

相

山
やまじ

路 恭
やすよ

世

生
理
用
品
の
小
中
学
校

ト
イ
レ
個
室
設
置

一
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最
高
裁
及
び
大
阪
高
裁
は
、

平
成
25
年
か
ら
の
生
活
保
護
基

準
改
定
を
違
法
と
判
断
、
減
額

処
分
の
取
り
消
し
を
命
じ
た
。

市
長
は
国
へ
再
減
額
決
定
の
撤

回
と
、
被
害
回
復
を
求
め
る
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

  

原
告
の
権
利
承
継
に
係
る

部
分
を
除
く
国
が
示
す
対
象
者

へ
の
追
加
給
付
に
努
め
る
。

 　

 

適
切
な
相
談
支
援
を
受
け

る
事
は
、
権
利
だ
と
い
う
観
点

か
ら
、
事
業
の
拡
充
や
基
本
報

酬
引
上
げ
、
相
談
員
の
増
員
が

必
要
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

  

相
談
支
援
事
業
所
の
実
績

や
現
状
を
見
極
め
る
必
要
が
あ

問答問答

る
。
支
援
体
制
全
体
の
充
実
に

向
け
て
、
引
き
続
き
他
都
市
の

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

 　

 

中
東
情
勢
が
緊
張
状
態
の

中
、
市
内
の
中
小
業
者
は
石
油

製
品
の
供
給
不
足
に
よ
り
、
生

業・
雇
用
が
危
機
的
に
な
っ
て
い

る
。
市
独
自
の
支
援
を
実
施
す

べ
き
だ
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

  

中
小
・
小
規
模
事
業
者
へ
の

経
済
的
支
援
は
国
や
県
と
連
携

す
る
ほ
か
、
市
の
融
資
制
度
に

お
け
る
資
金
調
達
に
取
り
組
ん

で
お
り
事
業
者
へ
周
知
す
る
。

 　

 

児
童
に
現
金
を
運
ば
せ
る

不
安
や
、
集
め
た
現
金
の
管
理

問答問

　
  

適
切
な
人
事
評
価
・
配
置

に
よ
り
頑
張
っ
た
職
員
が
報
わ

れ
る
と
と
も
に
、
Ｄ
Ｘ
の
推
進

に
よ
る
働
き
方
改
革
な
ど
を
進

め
、
生
き
生
き
と
働
け
る
環
境

を
整
え
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

こ
う
し
た
取
組
を
通
じ
て
職
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ

せ
る
こ
と
が
、
元
気
な
和
歌
山

市
役
所
の
実
現
に
つ
な
が
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。

 　

 

本
来
、
行
政
自
ら
す
べ
き
こ

と
を
依
頼
し
て
い
る
自
治
会
そ

の
も
の
が
弱
体
化
し
て
い
る
現

状
を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
衰
退
化
の

流
れ
か
ら
将
来
に
向
け
て
何
か

し
ら
の
見
直
し
が
必
要
と
考
え

て
い
る
か
。

　

  

自
治
会
加
入
率
低
下
は
危

惧
す
べ
き
問
題
で
あ
る
。
自
治

会
離
れ
の
原
因
に
つ
い
て
、
課

題
の
洗
い
出
し
を
行
い
、
対
策

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
自
治

会
活
動
を
持
続
可
能
な
も
の
と

す
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
化
を
含

め
た
負
担
軽
減
策
を
自
治
会
の

方
々
と
共
に
考
え
る
こ
と
で
、

自
治
会
活
動
に
参
加
し
や
す
い

環
境
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
く
。

答問答

な
ど
、
現
金
で
金
銭
を
や
り
取

り
す
る
リ
ス
ク
は
大
き
い
。
学

校
長
の
判
断
に
よ
り
、
一
部
で
口

座
振
替
を
導
入
し
て
い
る
と
の

こ
と
だ
が
、
市
全
域
で
教
育
委

員
会
が
統
一
的
な
方
針
を
示
し
、

個
別
の
事
象
は
学
校
長
が
判
断

す
べ
き
と
思
う
が
ど
う
か
。

　

  

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
の
導
入
は

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
学
校

の
状
況
を
把
握
し
課
題
を
整
理

し
た
う
え
で
、
統
一
し
た
方
針

を
示
し
、
個
別
の
特
別
な
事
象

は
学
校
長
と
相
談
し
進
め
る
。

 　

 

各
家
庭
に
お
い
て
子
供
の

塾
や
習
い
事
な
ど
に
使
え
る
教

育
ク
ー
ポ
ン
の
よ
う
な
助
成
事

業
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

　

  

保
護
者
の
負
担
軽
減
や
教

育
機
会
の
充
実
の
観
点
か
ら
、

意
義
は
認
識
し
て
い
る
。
財
源

等
の
課
題
も
あ
り
、
他
都
市
の

状
況
を
踏
ま
え
研
究
し
て
い
く
。

答問答

 　

 

和
歌
山
徳
島
航
路
を
海
上

国
道
と
し
、
第
二
国
土
軸
と
し

て
実
現
す
る
た
め
、
国
に
対
し

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ

き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

  

多
く
の
自
治
体
に
呼
び
掛

け
、
国
に
戦
略
的
な
働
き
掛
け

を
行
え
る
よ
う
協
議
し
て
い
く
。

問答

日
本
共
産
党
議
員
団

日
本
維
新
の
会

障
害
者
相
談
支
援
事
業
の
充
実 坂

さかぐち

口 多
たみこ

美子

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成

無
所
属（
国
民
民
主
ク
ラ
ブ
）

南
海
フ
ェ
リ
ー
の
撤
退

「
い
の
ち
の
と
り
で
裁
判
」

学
校
内
で
の
現
金
の
取
扱

教
育
ク
ー
ポ
ン
の
導
入

森
もりした

下 佐
さちこ

知子中
なかしょうや

庄谷 孝
こうじろう

次郎

物
価
高
騰
対
策

南
みなみばた

畑 幸
さちよ

代

永
ながの

野 裕
ひろひさ

久

市議会の活動をより一層知っていただくために、
声の市議会だより（市議会だよりの音声版）を作成しています。

ご希望の方は、議会事務局 秘書広報課
☎435-1120 までご連絡ください。

声の市議会だより
（市議会だよりの音声版）
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総
務 

委
員
会

録画中継

6月19日

6月23日

教
育
機
関
支
援
等
基
金
積
立
事
業
及

び
教
育
機
関
支
援
事
業（
議
案
第
1
号
）

　

令
和
７
年
度
に
寄
附
を
受
け
た
教

育
機
関
へ
の
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税

を
「
和
歌
山
市
教
育
機
関
支
援
等
基

金
」
に
積
み
立
て
、
積
み
立
て
た
基
金

を
活
用
し
て
、
教
育
施
設
の
充
実
や
地

域
課
題
の
解
決
、地
域
交
流
等
を
通
じ

て
地
域
活
性
化
に
取
り
組
む
教
育
機

関
が
、令
和
８
年
度
に
実
施
す
る
事
業

に
対
し
て
支
援
を
行
う
も
の
で
す
。

Q 

補
助
額
が
、
寄
附
額
か
ら
市
の
教

育
関
連
事
業
に
活
用
す
る
５
％
を
除

い
た
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
５
％

は
ど
う
使
わ
れ
る
の
か
。

A 

本
市
が
誘
致
し
た
大
学
の
認
知

度
を
高
め
る
イ
ベ
ン
ト
や
、
小
中
学
校

の
整
備
等
に
使
う
こ
と
を
検
討
し
て

い
る
。

和歌山市公式ＰＲキャラクター

PICK UP2

魅
力
発
信
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
推
進
事
業（
議
案
第
1
号
）

◀

委
員
会
で
は
、こ
の
よ
う
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た

◀

委
員
会
で
は
、こ
の
よ
う
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

本
市
の
認
知
度
向
上
・
愛
着
形
成
の

促
進
を
図
る
た
め
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

追
加
デ
ザ
イ
ン
を
行
い
、
イ
ベ
ン
ト
出

展
等
を
行
う
も
の
で
す
。

Q 

本
市
の
印
刷
物
全
て
に
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
を
入
れ
る
な
ど
、
全
庁
を
挙
げ
て

ブ
ラ
ン
ド
戦
略
を
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。
ま
た
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
一
人
一
人

の
物
語
を
も
う
少
し
掘
り
下
げ
て
は

ど
う
か
。

A 

全
庁
を
挙
げ
て「
わ
か
お
し
っ
」
シ

リ
ー
ズ
を
推
し
て
い
く
と
と
も
に
、
物

語
を
追
加
し
発
信
す
る
こ
と
で
、
み
な

さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
け
る
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
に
育
て
た
い
と
考
え
て
い
る
。

PICK UP1

厚
生 

委
員
会

録画中継

６月２２日

６月２4日

こ
ど
も
環
境
学
習
事
業

（
議
案
第
1
号
）

委
員
会
で
は
、こ
の
よ
う
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た

◀

　

小
学
生
が
ご
み
に
関
す
る
環
境
問

題
に
つ
い
て
学
習
し
、
そ
の
成
果
を
発

表
す
る
た
め
の
学
習
発
表
会
を
開
催

す
る
も
の
で
す
。

Q 

補
助
金
を
き
っ
か
け
と
し
て
新
た

に
行
う
事
業
だ
と
思
う
が
、地
域
課
題

の
解
決
に
向
け
た
取
組
を
広
く
周
知

す
る
と
い
う
非
常
に
良
い
事
業
だ
と

思
う
。
今
後
は
補
助
金
に
頼
ら
ず
と

も
続
け
て
い
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

A 

今
年
だ
け
で
終
わ
る
の
で
は
な

く
、
教
育
委
員
会
な
ど
と
連
携
し
な

が
ら
さ
ら
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、こ

れ
か
ら
も
子
供
の
声
を
聞
く
場
、発
表

の
場
を
引
き
続
き
持
っ
て
い
き
た
い
と

思
う
。

PICK UP2

◀

脱
炭
素
先
行
地
域
事
業

（
議
案
第
1
号
）

委
員
会
で
は
、こ
の
よ
う
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

脱
炭
素
先
行
地
域
に
選
定
さ
れ
た

こ
と
を
受
け
、
地
域
特
性
等
に
応
じ
た

先
行
的
な
脱
炭
素
に
関
す
る
取
組
を

実
施
す
る
も
の
で
す
。

Q 

脱
炭
素
の
取
組
に
つ
い
て
、
公
共

施
設
へ
の
省
エ
ネ
の
導
入
補
助
と
あ
る

が
、
具
体
的
に
ど
う
い
っ
た
公
共
施
設

を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

Q 

市
民
の
方
が
そ
れ
ら
の
施
設
を
利

用
す
る
際
に
、
駐
車
場
が
少
な
く
困
っ

て
い
る
と
い
う
話
を
よ
く
聞
く
。
災

害
時
な
ど
に
は
多
く
の
緊
急
車
両
が

入
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
う
い
う

状
況
は
理
解
し
て
い
る
の
か
。

A 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
や
保
健

所
、
体
育
館
な
ど
の
駐
車
場
に
、
カ
ー

ポ
ー
ト
型
の
太
陽
光
発
電
設
備
の
設

置
を
計
画
し
て
い
る
。

A 
施
設
を
所
管
す
る
課
と
も
十
分

調
整
し
な
が
ら
行
っ
て
い
き
た
い
。

PICK UP1

委
員
会
審
査
の
概
要

6
月
定
例
会委 員 会 審 査 の 概 要
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市道和歌山市駅前線道路
（写真奥が南海和歌山市駅）

市
民
大
学
運
営
事
業（
議
案

第
1
号
）

　

市
民
大
学
は
、
実
施
場
所
、
実
施
方

法
等
が
課
題
と
な
り
、
開
講
の
め
ど
が

立
た
ず
、
令
和
８
年
度
は
休
止
す
る

予
定
だ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
従
来

か
ら
の
受
講
者
や
関
係
者
か
ら
の
強

い
要
望
が
多
く
あ
り
、
実
施
場
所
が

確
保
で
き
た
こ
と
か
ら
、
８
月
か
ら
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
開
講
す
る
も
の
で
す
。

Q 

一
定
期
間
の
休
止
は
や
む
を
得
な

い
と
し
て
も
、
そ
の
後
は
再
開
の
方
向

性
が
示
さ
れ
て
い
れ
ば
、
受
講
生
も
不

安
に
な
ら
な
か
っ
た
と
思
う
が
、
再
開

の
め
ど
は
ど
の
時
点
で
立
っ
た
の
か
。

A 

関
係
課
や
社
会
福
祉
協
議
会
と

の
調
整
を
ず
っ
と
進
め
て
い
た
と
こ

ろ
、
令
和
８
年
度
に
入
り
、
市
民
大
学

を
継
続
し
て
や
っ
て
い
け
る
め
ど
が
つ

い
た
。

PICK UP2

物
価
高
騰
対
応
プ
レ
ミ
ア
ム

付
商
品
券
事
業（
議
案
第
19
号
）

◀

委
員
会
で
は
、こ
の
よ
う
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た

◀

委
員
会
で
は
、こ
の
よ
う
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た
生
活

者
や
事
業
者
へ
の
支
援
を
目
的
と
し
て

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
を
発
行
す
る

も
の
で
す
。

Q 

１
億
８
０
０
０
万
円
分
の
商
品

券
を
配
る
こ
と
に
対
し
、
事
務
費
が
７

５
０
０
万
円
と
高
額
で
は
な
い
か
。

A 

緊
急
に
国
か
ら
臨
時
交
付
金
が

通
達
さ
れ
、
利
用
者
の
混
乱
を
少
な
く

す
る
た
め
、
今
回
は
、
現
在
実
施
し
て

い
る
紙
の
商
品
券
事
業
の
仕
組
み
を
、

活
用
し
た
。
今
後
は
、
デ
ジ
タ
ル
の
活

用
を
前
提
と
し
て
定
常
的
に
使
わ
れ

る
地
域
通
貨
の
よ
う
な
仕
組
み
も
含

め
、
事
務
費
の
低
減
策
に
つ
い
て
検
討

す
る
。

PICK UP1

録画中継

６月２２日

６月２4日

建
設
企
業 

委
員
会

経
済
文
教 

委
員
会

録画中継

６月１９日

６月23日

和
歌
山
電
鐵
貴
志
川
線
再
構
築

調
査
支
援
事
業（
議
案
第
1
号
）

委
員
会
で
は
、こ
の
よ
う
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た

◀

　

令
和
10
年
４
月
１
日
か
ら
完
全
上

下
分
離
方
式
に
よ
る
運
行
開
始
を
目

指
し
、法
定
協
議
会
が
行
う
調
査
事
業

に
対
し
、
費
用
の
一
部
を
負
担
す
る
も

の
で
す
。

Q 

貴
志
川
線
の
上
下
分
離
方
式
移

行
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

A 

大
き
く
２
点
あ
り
、
１
点
目
は
、

負
担
が
大
き
い
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
を
、

公
が
担
う
こ
と
で
事
業
者
の
経
営
が

安
定
し
、
路
線
の
存
続
に
つ
な
が
る
こ

と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
２
点
目
は
、
事
業

者
が
そ
の
よ
う
な
負
担
か
ら
解
放
さ

れ
、
利
用
促
進
や
観
光
振
興
な
ど
地

域
を
活
性
化
さ
せ
る
た
め
の
取
組
に

よ
り
注
力
で
き
る
こ
と
が
メ
リ
ッ
ト
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

PICK UP2

◀

地
方
道
整
備
事
業（
市
道
和
歌
山
市
駅

前
線
基
本
計
画
策
定
）（
議
案
第
1
号
）

委
員
会
で
は
、こ
の
よ
う
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

市
道
和
歌
山
市
駅
前
線
に
つ
い
て
、

居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
道
路

空
間
の
整
備
に
向
け
、
社
会
実
験
及
び

基
本
計
画
の
策
定
を
行
う
も
の
で
す
。

Q 

社
会
実
験
や
基
本
計
画
の
策
定

な
ど
を
行
う
に
あ
た
っ
て
ど
の
よ
う
な

価
値
が
あ
る
と
考
え
る
か
。

A 

南
海
和
歌
山
市
駅
が
交
通
結
節

点
、
交
通
の
要
衝
で
あ
る
の
は
間
違
い

な
い
。
南
海
和
歌
山
市
駅
か
ら
和
歌

山
城
へ
向
か
う
市
駅
前
線
と
い
う
道

路
を
一
体
的
な
観
点
で
整
備
す
る
こ
と

に
よ
り
、
に
ぎ
わ
い
空
間
を
創
出
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

PICK UP1

委
員
会
審
査
の
概
要

6
月
定
例
会

委員会の模様をインターネットで配信しています！
市議会ホームページから録画中継がご覧いただけます。
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わ
か

や
ま

市
議

会
だ

よ
り

  N
o.122

発
 行

／
和

歌
山

市
議

会
　

〒
640-8511 和

歌
山

市
七

番
丁

23番
地

TE
L.432-0022 FA

X
.424-9276 M

ail.gikaidayori@
city.w

akayam
a.lg.jp

編
 集

／
和

歌
山

市
議

会
広

報
委

員
会

和歌山市議会ホームページ
http://www.city.wakayama.wakayama.jp/gikai/

地球環境保護のために、
再生紙及び植物油インキを使用しています。

和歌山市議会

在職35年 在職15年

森
もりした

下 佐
さちこ

知子 議員 丹
にわ

羽 直
なおこ

子 議員

エ
コ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
く
ま
も

と
で
の
現
地
視
察
の
様
子

　厚生委員会では令和８年４月２３日に、熊本市役所を訪問し、
こども家庭福祉課から、「こうのとりのゆりかご事業」について
概要や今後の展望などの説明を受けました。
　また、同日に「エココミュニティくまもと」を訪問し、環境施設
課から、概要や今後の展望の説明を受けた後、現地視察を行い
ました。

厚　生
委員会

調 査 活 動 報 告

L
R
T
車
両
基
地
で
の

現
地
視
察
の
様
子

　建設企業委員会では、令和８年５月２１日に、交通未来都市う
つのみやオープンスクエアを訪問し、「宇都宮ＬＲＴ」について事
業の説明を受けた後、運行車両へ乗車し、車両基地の現地視察
を行いました。また、同２２日に、ライトキューブ宇都宮及び周辺
施設を訪問し、「宇都宮駅東口地区整備事業」の現状や館内設
備について現地視察を行いました。

建設企業
委員会

調 査 活 動 報 告

福
岡
県
広
川
町
店
舗
型
ふ
る

さ
と
納
税
の
現
地
視
察
の
様
子

　総務委員会では、令和８年５月１８日に、久留米市役所を訪問
し、「選挙啓発サポーター」について説明を受けました。同１９日
に、福岡県広川町役場へ「店舗型ふるさと納税」について説明
を受けた後、実際に販売している広川サービスエリアの現地視
察を行いました。同２０日に、長崎市役所を訪問し、「長崎市人事
戦略」について説明を受けました。

総　務
委員会

調 査 活 動 報 告

静
岡
市
で
の
現
地
視
察

の
様
子

　経済文教委員会では、令和８年５月２０日、静岡市にあるＳＨＩ
Ｐ－ＳＨＩＺＵＯＫＡ ＩＮＮＯＶＡＴＩＯＮ ＰＬＡＴＦＯＲＭを訪問し、「ス
タートアップ支援」について運営事業者から説明を受け、現地視
察を行いました。同２１日、掛川市役所を訪問し、「オーガニック
ビレッジ」について、担当課から有機農業に関する取組事例や
今後の課題等について説明を受けました。

経済文教
委員会

調 査 活 動 報 告

永年在職
議員表彰

宇
都
宮
ブ
レ
ッ
ク
ス
で
の
視
察
の

様
子

　スポーツ振興和歌山市議会議員連盟では、６月１日にプロ
バスケットボールリーグ事務局本部、２日には宇都宮市及び
宇都宮ブレックスを視察しました。スポーツを通じた地域活性
化やアリーナを核としたまちづくりの先進事例を学び、プロス
ポーツは地域活性化やシビックプライドの醸成に寄与すると
実感しました。今後も更なる活動を続けてまいります。

活動
レポート

議員連盟

Vol.37

和歌山市議会広報委員会
【委員長】林元 光広　   【副委員長】木野 十三
【委　員】中庄谷 孝次郎　坂口 多美子　山路 恭世
　　　　清末 博善　　   堀 登美子　   辻本 太一
　　　   志賀 弘明　　　赤松 良寛　　

市議会だよりを採点してください!市議会だよりを採点してください!

R8.6月時点

議会広報アンケート
実施期間:
令和8年10月31日

（土）まで

現在現在

3.3!!3.3!!

≪プロスポーツチーム×まちづくり≫

　　　  わかのすけからのお知らせ

　和歌山市議会6月定
例会において、永年在
職議員として、次の議
員が表彰されました。
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